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【出力結果の読み取り方・その 4】

⑥　被験者内対比の検定には，次の６種類が用意されています．

全平均との差

参照との差

逆Helmert

Helmert

すぐ後との差

多項式（これがデフォルト）
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反復測定の場合の多項式の対比とは，

“n個の被験者内因子の水準を独立変数 xとしたとき

データを（n－１）次の多項式に当てはめてみる”

というものです．

このデータの場合，被験者内因子の水準は

投与前　　１分後　　５分後　　10分後

の４個なので，３次の多項式

y =β0＋β1 x＋β2 x 2＋β3 x 3

の当てはめとなります．

出力結果は，次の仮説の検定をおこなっています．

線型……仮説H 0：β1 =０

２次……仮説H 0：β２=０

３次……仮説H 0：β３=０

したがって，有意確率と有意水準 0.05を比べてみると

β２≠０， β３≠０

であることがわかります．

ところで，多項式の対比では，被験者内因子の水準は等間隔であるという

前提のもとにおこないます．

したがって，このデータの場合には，被験者内因子の水準は

等間隔であるとはいえないので，多項式の対比をおこなっても

あまり意味がありません．
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